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自然や環境をテーマに、みんなで楽しく体験しながら学びます（イオンチアーズクラブ）

こちらのコードをスマートフォン等で読みとると
当財団の活動の詳細をご覧いただけます。

発行元：公益財団法人イオンワンパーセントクラブ　
	 〒261－8515　千葉市美浜区中瀬1丁目5番地1
	 ☎043-212-6023　{1p@aeon.info

イオンチアーズクラブ・メンバー募集中
◎どんな活動をしますか？
「自然観察」「農業体験」などを通して、みんなで楽しみながら学びます。

◎どんな人たちが参加していますか？
主に小学生です。

◎いつ、どこで活動していますか？
学校が休みの日に、山、海、川、田んぼ、畑などで活動します。

◎お金はかかりますか？
入会金・年会費はございません。

公益財団法人イオンワンパーセントクラブ
1p@aeon.info　☎043-212-6023（平日10時～17時）

お問合せ

入会をご希望の方は、こちらのコードをスマートフォン等で
読み取り、新規登録フォームから申請をお願いします。
https://aeon1p.or.jp/aeoncheersclub/ja/register

イオンチアーズクラブご入会フォーム

皆さまからのご寄付により、さらに充実した活動へ…

イオンワンパーセントクラブでは、子どもたちの教育や国際交流、地域
文化の保全などの活動に取り組んでいます。

今後、私たちの活動内容をさらに充実させていくために、皆さまのご
理解とご賛同をいただけましたら、ぜひご寄付をお寄せくださいますよ
うお願い申し上げます。

なお、当財団は、内閣総理大臣より「公益財団法人」としての認定を受
けておりますので、当財団への寄付金に応じて所得税（個人）、法人税
（法人）の控除が受けられます。当財団よりご寄付の領収証をお送りいたしますので、申告の際にご使用ください。

※個人の方が控除を受けるには、現在、年末調整をされている方でも確定申告が必要となります。詳しい内容につきましては、税務署にお尋ねになるか、国
税庁のホームページでご確認くださいますようお願いいたします。

●現金の銀行振込でのご寄付
●クレジット決済でのご寄付
●WAONポイントでのご寄付
こちらのコードまたは以下のURLより寄付受付画面に
お進みいただき、ご寄付の方法をお選びください。
https://aeon1p.or.jp/1p/about/donation/

ご寄付の方法

この４月より、編集を担当させていただくことになりました。
本誌は２号目の刊行となり、まだスタートしたばかりですので、私もともに成長して行けるよう頑張ります。
さまざまな活動の中で、目をキラキラさせて体験学習や発表を行う子どもたちの姿を、本誌を通じてみなさまにお届けいたします。
今後とも「イオン１%クラブ」をよろしくお願いいたします。（E.H）

編集後記
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AEON Cheers Club

手のひら認証に挑戦。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
お
金
に
つ
い
て
学
び
、考
え
る

…
。
2
0
2
3
年
2
月
、イ
オ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱
の
協

力
の
も
と
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
岡
で
近
隣
に
お
住
ま
い
の
お
子

さ
ま
や
イ
オ
ン
チ
ア
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
参
加
し

て
、
お
金
の
歴
史
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
仕
組
み
を
体
験

す
る
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紙
幣
や
硬
貨
の

製
造
、輸
送
、流
通
に
か
か
る
負
荷
を
削
減
で
き
、環
境
に
優
し

い
こ
と
。
ま
た
現
金
に
触
れ
る
必
要
が
な
い
た
め
、衛
生
的
で
す
。
お
金
を
持
ち
歩
く
こ
と
も

な
く
な
り
、安
全
・
安
心
な
決
済
方
法
で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、ま
ず
、お
金
の
歴
史
と
支
払
い
方
法
の
変
遷
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
商
品
券
は
ど
っ
ち
が
先
に
出
来
た
の
か
な
？
」「
信
用
貨
幣（
手
形
）っ
て
何

だ
ろ
う
？
」と
次
々
と
浮
か
ん
で
く
る
疑
問
に
つ
い
て
一
生
懸
命
考
え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、電
子
マ
ネ
ー
の
支
払
い
を
す
る
お
客
さ
ま
役
と
、

商
品
登
録
や
レ
ジ
打
ち
を
す
る
店
員
役
を
交
互
に
行
い
ま
し
た
。
電
子
マ
ネ
ー
の
支
払
い
が
完

了
し
た
時
の
得
意
げ
な
表
情
や
、楽
し
そ
う
に
レ
ジ
操
作
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
続
け
て
、手
の
ひ
ら
や
顔
と
い
っ
た
生
体
情
報
を
使
っ
た
決
済
に
挑
戦
。「
や
っ
た
！
認

証
さ
れ
た
よ
」日
頃
よ
り
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
慣
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
新
鮮
な
体

験
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

く
ら
し
の
中
で
必
要
不
可
欠
な「
お
金
」を
テ
ー
マ
に
企
画
さ
れ
た
今
回
の
活
動
は
、子
ど
も

た
ち
の
好
奇
心
が
ふ
く
ら
む
、大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

顔認証による決済を体験。

「
僕
に
も
や
ら
せ
て
！
」

未
来
に
触
れ
た
瞬
間

好
奇
心
が
沸
き
上
が
り
ま
す

イオンチアーズクラブに入会をご希望の方は、
こちらのコードをスマートフォン等で読み取り、
新規登録フォームから申請をお願いします。
https://aeon1p.or.jp/aeoncheersclub/ja/register

イオンチアーズクラブご入会フォーム

自然や環境などに興味や関心を持ち、考える力を育む場として、
小中学生を中心に、全国400店舗を拠点に体験学習を行っていま
す。各クラブは「環境・社会」に関する独自のテーマに沿って活
動を行い、1年間の成果を壁新聞に取りまとめています。

イオンチアーズクラブは

「意外と重いぞ！」
普段体験することのない
貨幣の重量感にびっくり。

お金の歴史について学ぶ子どもたち。
「昔は、いろいろなお金があったんだね」



プレゼンテーションの様子。

金
賞
を
受
賞
し
た
10
作
品
の
全
文

が
、「
朝
日
中
高
生
新
聞（
2
0
2
3
年

2
月
12
日
発
行
）」誌
面
上
に
、掲
載
さ

れ
ま
し
た
。掲
載
後
に
は「
親

戚
に
新
聞
を
配
り
ま
し
た
」

な
ど
、受
賞
者
か
ら
沢
山
の
コ

メ
ン
ト
が
届
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
環

境
」。作
文
募
集
に
関
す
る
詳

細
は
、
6
月
下
旬
に
ご
案
内

さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。
皆

さ
ま
の
多
数
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

優
秀
作
品
は
新
聞
に
掲
載

今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
環
境
」

考
え
を
ま
と
め
、
書
く
力
を
養
う

中
学
生 

作
文
コン
ク
ー
ル

「
ア
ジ
ア 

ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
ズ
」の
今
年

度
の
活
動
と
し
て
、
食
品
の
生
産
・
流

通
・
販
売
・
消
費
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
観
点
か
ら
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
実
施
方
法
に
つ
い
て
議
論
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、タ
イ
、

中
国
、日
本
、ベ
ト
ナ
ム
、マ
レ
ー
シ
ア
、

ラ
オ
ス
の
ア
ジ
ア
8
カ
国
の
高
校
生
た

ち
が
8
月
下
旬
に
日
本
・
東
京
に
集
ま

り
、5
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

夏
に
行
わ
れ
る
、
環
境
を
守
る
た
め
の

熱
い
高
校
生
た
ち
の
議
論
が
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。

8
月
下
旬
、
東
京
都
内
で

5
日
間
の
日
程
で
開
催
予
定

国
境
を
越
え
、
多
様
な
価
値
観
を
学
ぶ

ア
ジ
ア 
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
ズ

中学生が、社会問題をテーマに自分自身の考えをまと
め、書く力を養うことを目的に、2003年から実施してい
ます。金賞に選ばれた10名の中学生の皆さんを東京で行
われる１泊２日の食育ツアーにご招待しています。さら
に金賞の作品は、中学生向けの新聞にも掲載されます。

中学生作文コンクールは

アジア各国の高校生が、グローバル感覚
を養い、価値観の多様性を学ぶとともに、
問題解決力や自発的な行動力を高めるこ
とを目的に、共通の社会問題について英
語で議論するプログラムです。

アジア ユースリーダーズは
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一
年
間
の
活
動
成
果
を
ま
と
め
た
壁
新
聞

情
報
を
整
理
し
、
伝
達
す
る
力
を
磨
く

イ
オ
ン
チ
ア
ー
ズ
ク
ラ
ブ 

壁
新
聞
づ
く
り

2月11日、毎日小学生新聞編集長の木村葉子
さんを講師に招き、記事の書き方や見出しの付
け方、写真の選び方などを学んだ後、４チームに
分かれて新聞づくりを開始。メンバー全員分の
新聞を一枚の大きな模造紙上に貼り付けて、壁
新聞を完成させ、ご家族の前で元気に発表を行
いました。
子どもたちの確かな成長と豊かな可能性を肌

で感じられた、大変実りある１日でした。

イオンチアーズクラブ「ウエルシアつくば」が
壁新聞づくりに初挑戦しました

1位になった「イオンチアーズクラブ橋本」の壁新聞。

メンバー同士が情報や知識の共有を行い、学んだ内容の定着化を図ることを目的に、一
年間の活動成果を壁新聞として一枚の紙に取りまとめるものです。毎年2月から、9つ
のエリアで発表大会が行われ、上位に入賞したクラブは、全国大会に出場しています。

イオンチアーズクラブの壁新聞づくりは

　
3
月
5
日
、イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
南
関

東
カ
ン
パ
ニ
ー
に
12
ク
ラ
ブ
、42
名
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り「
イ
オ
ン
チ
ア
ー
ズ

全
国
の
子
ど
も
た
ち
が

切
磋
琢
磨
し
合
う
夢
の
舞
台

ク
ラ
ブ
壁
新
聞
審
査
会
・
南
関
東
地
区

大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
食
」。食
品
ロ
ス
の
削
減
や
地
物
食
材
を

使
っ
た
料
理
体
験
、
栄
養
素
に
つ
い
て
、

独
自
の
視
点
で
壁
新
聞
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
発
表
で
は
、各
ク
ラ
ブ
と
も

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
に
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
日
ご
ろ
の
取
り
組

み
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
素
晴
し
い
会

と
な
り
ま
し
た
。



Report2022 The 4th Quarter

　「
イ
オ
ン 

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」２
０
２
２

年
度
の
認
定
終
了
を
迎
え
た
卒
業
生
た

ち
が
2
月
17
日
、
東
京
の
会
場
に
集
合

し
、修
了
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

修
了
生
の
進
路
は
博
士
課
程
に
進
む

方
、日
本
の
会
社
に
就
職
す
る
方
、ま
た

母
国
で
就
職
先
を
探
す
方
な
ど
様
々
。

３
人
の
修
了
生
代
表
が
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

「
経
済
的
な
心
配
が
無
く
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
た
。
他
の
留
学
生
と
の
交

流
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
沢
山
の

仲
間
と
の
縁
を
今
後
も
大
切
に

し
た
い
で
す
」と
ナ
リ
ン
ポ
ー
ン

さ
ん
。ま
た
、武
漢
大
学
在
籍
時

に
当
財
団
が
主
催
す
る「
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」で
優

勝
し
、
訪
日
研
修
で
日
本
へ
の

留
学
を
決
意
。
日
本
で
2
年
間

工
学
の
研
究
に
没
頭
し
て
き
た

周
さ
ん
は「
将
来
の
夢
は
世
界
に

通
用
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
こ

と
で
す
」
と
笑
顔
で
抱
負
を
語

り
ま
す
。
一
方
、
ド
テ
フ
ォ
ン
さ

ん
は「
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
。

特
に
、植
樹
体
験
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て

自
身
の
環
境
保
全
意
識
が
変
わ
り
ま
し

た
」と
、感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。修

了
生
た
ち
が
近
い
将
来
、
母
国
と

日
本
と
の
架
け
橋
に
な
っ
て
活
躍
し
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

夢
と
希
望
に
胸
膨
ら
ま
せ
て

世
界
へ
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す

日
本
と
母
国
の
架
け
橋
を
目
指
す

ア
ジ
ア
各
国
の
大
学
生
を
応
援

イ
オ
ン
ス
カ
ラ
シッ
プ
修
了
式

達成感と喜びの笑顔で
記念撮影に臨む奨学生
たち。日本と母国との
架け橋となる日を夢みて。

認定を受けた頃をスライドで振り返る。

アジアの大学生を対象に、日本と母国の架け橋となり活躍してほしいとの願い
のもと実施しています。授業料と生活費を両方支給している他、奨学生同士
の交流や宿泊研修カリキュラム、ボランティア活動などを行っています。

イオンスカラシップ（奨学金制度）は

奨学生からの寄せ書き。

奨学生代表によるお礼の挨拶。サープラサート・ナリンポーンさん（左）。周潔鈺さん（中）。ドテフォンさん(右)。

　
2
月
6
日
未
明
に
ト
ル
コ
南
東
部
を

中
心
に
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
災
害
の
初
期
段
階
で
は
支
援
の
迅

速
さ
が
何
よ
り
不
可
欠
と
考
え
、
2
月

14
日
、駐
日
ト
ル
コ
大
使
館
に
お
い
て
緊

急
災
害
支
援
金
１
，0
0
0
万
円
の
寄
付

を
行
い
ま
し
た
。

大
使
か
ら「
現
地
で
は
家
を
失
っ
た

方
々
が
テ
ン
ト
生
活
を
強
い
ら
れ
、夜
間

の
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
眠
る
こ
と
が
で

き
な
い
」と
伺
い
、被
災
地
に
毛
布
と
寝

袋
を
寄
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。調
達
に
際
し
て
は
、取
引
先
な
ど
の

協
力
を
得
て
、毛
布
6
，0
0
0
枚
、寝
袋

2
，0
0
0
枚
が
集
め
ら
れ
、3
月
23
日

朝
か
ら
数
回
に
分
け
て
、
航
空
便
で
被

災
地
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

被
災
地
への
配
慮
を
最
優
先

き
め
細
か
な
支
援
活
動
を
展
開

大規模災害により被災した方々が、日
常の生活を一日でも早く取り戻せるよ
う、緊急支援金の贈呈などを行い、
被災地の復旧・復興などを支援する
活動です。

緊急災害復興支援は

被
災
地
の
復
興
と

さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て

緊
急
災
害
復
興
支
援

取引先などの協力を得て支援物資が集まる（左）。物資を積んだトラックが空港へ到着（右）。

羽田空港貨物ターミナルの中、現地へ運ばれる支援物資。

支援物資の贈呈式。


